
新人看護職員育成の取り組み

新人看護職員育成ワーキング

【教育WG】

令和3年度
看護キャリアセンターセミナー はじめに

新人看護職員育成ワーキング（以下、教育WG）は、
各部署1名の副看護師長またはリーダークラスの看護
師から構成され、看護部教育委員会の下位組織であ
る‘教育WG’を兼任し自施設の教育プログラムを支
援する役割を担っている。

教育WGメンバーは新人看護職員に対し看護部教育
方針に則り各部署で教育に携わっている。

今回、教育WGの新人看護職員育成への取り組みに
ついて報告する。

【新人看護職員教育目標】

○日常生活援助の基本的知識、技術、態度を修得し、安全・確実なケアが実践できる

○チームメンバーの一員として部署における役割と責任を果たすことができる

○社会人、組織人として責任のある行動がとれる

【分散教育 （OJT)】

○配属部署の特殊性と業務内容を理解し、日常の看護業務が実践できる

○チームメンバーとしての役割を認識し、行動できる

【集合研修 （Oｆｆ-JT）】

○看護実践に必要な基本的知識や技術、態度を修得する

【入職時】

社会人、九州大
学病院看護部職
員の一員であるこ
とを理解し、チー
ム医療の実践に
適応する

新採用者
合同研修

看護部新採用
者入職時研修

【看護実践】

看護実践におい
て必要な知識・技
術・態度を修得し、
看護ケアを安全・
正確に実施できる
能力を養う

【シミュレーション】

患者に必要な観察
項目を理解し、得ら
れた情報から異常を
察知し報告できる能
力を習得する

【フォローアップ】

入職後を振り返り、
仕事の悩みや不安
など情報を共有し、
問題解決や今後の
目標を考える

3ヵ月

【医療安全】

安全管理の基本的
知識、技術を学び、
実際の看護ケアに活
かす

【感染管理】

感染管理の基本的
知識、技術を学び、
実際の看護ケアに活
かす

入職時：医療安全

【フィジカルアセスメント】

意識、呼吸、循環管
理に必要な知識を理
解し、看護実践に役
立てる

【ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ１】

一次救命処置（BLS)
の知識・技術を習得
し、看護実践に適用
する

フィジカルアセスメント1

配属部署やシミュ
レーター演習では修
得が困難な看護技
術を部署間研修を通
じて経験し、技術修
得の補完を行う

入職2年目

入職3年目

入職時：院内感染防止
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教育WGでは、集合研修（Ｏｆｆ-ＪＴ）とＯＪＴの連動を図
るため、研修企画運営、研修内容や看護技術修得状況
の共有を行っている。

教育WGが関わっている集合研修

１．研修医研修（採血、静脈注射）

２．新人看護職員研修

１）輸液管理

２）静脈血採血

３）状況把握シミュレーション研修

４）静脈注射

（静脈注射認定看護師（ＩＶナース）育成WGと協働している）

今回、状況把握シミュレーション研修について紹介する

研修企画・運営・指導
状況把握シミュレーション研修

患者に必要な観察項目を理解し、得られた情報から異常
を察知し報告できる能力を習得することを目的に実施し
ている。

教育WGは、患者・状況設定などのシナリオを作り、指導
時の役割分担（デブリファー、ファシリテーター、患者役）を
検討し、の３つの目標が達成できるように研修企画をして
いる。研修前後に研修目標の実践での活用状況について
自己評価と他者評価を行っている。

令和２年度はＯＪＴで実施したが、令和３年度は感染防止
対策を徹底し、集合研修で実施した。

①1回目シミュレーション後、グループで振り返り不足した観察やケアを検討

②２回目シミュレーション後、再度グループで振り返って目標②について検討

③ＳＢＡＲに添って情報を整理し、先輩へ報告する

④まとめ、研修目標と観察やケアの振り返り

【研修】



研修前後の自己評価
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1．患者の状態を予測して観察を行っている （研修前）

（研修後）

＊患者の状態を把握するために観察項目が増えている （研修後）

2．患者から得られた情報を分析・判断している （研修前）

（研修後）

3．患者から得られた情報を分析・判断して報告している（研修前）

（研修後）

4．報告の際は「SBAR」を意識して報告している （研修前）

（研修後）

日常業務の状況（自己評価）

非常にそう思う 大体そう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない

研修前 n=131
研修後 n=130

研修前後の他者評価
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2．患者から得られた情報を分析・判断している （研修前）

（研修後）

3．患者から得られた情報を分析・判断して報告している （研修前）

（研修後）

4．報告の際は「SBAR」を意識して報告している （研修前）

（研修後）

日常業務の状況（他者評価）

非常にそう思う 大体そう思う

あまりそう思わない 全くそう思わない
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研修後 n=130

分散研修（ＯＪＴ）で行った研修
【看護実践２】感染管理２、血糖測定とインスリン療法

令和２年度より、ＯＪＴに移行した。

指導が標準化されるように、必要物品の提供、指導案と
資料の配布を行った。

「感染管理２」は感染管理認定看護師、部署の感染対策
担当リンクナースと感染管理領域の院内認定看護師、「血
糖測定とインスリン療法」は糖尿病看護認定看護師、糖尿
病ケア領域の院内認定看護師が中心となり、新人看護職
員育成WG担当者とともに実施した。

令和３年度看護技術修得度結果
入職１年間の領域別修得度状況

新人看護職員に対し入職時、６ヵ月、1２ヵ月、1８ヵ月、２４ヵ月に調査

1４領域の項目について、４段階でプリセプターとの合意評価
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1．環境整備技術

2．食事援助技術

3．排泄援助技術

4．活動、休息援助の技術

5．清潔・衣生活援助技術

6．呼吸・循環を整える技術

7．創傷管理技術

8．与薬の技術

9．救命救急の技術

10．症状・生体機能管理技術

11．苦痛の緩和・安楽確保の技術

12．感染防止の技術

13．安全確保の技術

14．死亡時の看護

令和3年度入職時（n=139) 令和3年度6ヵ月（n=135） 令和3年度12ヵ月（n=130）

評価基準 4：一人でできる 3：指導の下できる 2：演習でできる 1：知識としてわかる



令和３年度看護技術修得度結果
経年別１２ヵ月の修得状況
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4．活動、休息援助の
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5．清潔・衣生活援助
技術

6．呼吸・循環を整える
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7．創傷管理技術

8．与薬の技術

9．救命救急の技術

10．症状・生体機能管
理技術

11．苦痛の緩和
・安楽確保の技術

12．感染防止の技術

13．安全確保の技術

14．死亡時の看護

2019年度：N=110 令和2年度：N=124 令和3年度：N＝130

評価項目 4：一人でできる 3：指導の下できる 2：演習でできる 1：知識としてわかる

まとめ

教育WGに携わることは、人材育成をより広い視点
から捉えることができ、集合研修から部署教育へ
ＯＪＴを連動させ、部署教育の活性化にもつながっ
ている。

ＣＯＶＩＤ-１９により新人看護職員の看護技術修得
への影響が懸念されたが、看護技術修得度評価の
結果では、例年と大きな差はみられなかった。

今後、集合研修からＯＪＴの連動と定着がより図れ
るように、計画的に取り組んでいく必要がある。ま
た、これまでよりコロナ禍で新人看護職員が受けて
きた看護基礎教育を理解し、研修内容や関わり方へ
の工夫が必要である。


